
資料３

第４回伊賀市住民自治のあり方検討委員会　意見一覧

No. 意見分類 意見内容

1 協議の場 住民参加・参画 （１） 住民を対象としたアンケート調査を実施し、住民の意見を地域まちづくり計画に反映させている地域がある

2 組織運営 行政等による支援 （１） 地区市民センターの指定管理をすることでより柔軟な運営をできるようになった地域がある

3 組織運営 （１） 自治会単位で継続困難になった事業を自治協に移管し継続できている地域がある

4 他団体との連携 住民参加・参画 （１） 国際交流協会と協働し講座を実施し、外国人住民のまちづくり参画促進に向けた事業を実施している地域がある

5 住民参加・参画 （３） 外国人住民との交流機会を広げることで部会への参画するきっかけづくりとなることが期待できる

6 住民参加・参画 （１） 環境美化活動等の地域活動に外国人技能実習生が参加している地域がある

7 協議の場 （２） 期間や言語の制約から、住民アンケートに外国籍住民を含めることが困難

8 他団体との連携 住民参加・参画 （３） 企業連携の際、自治協から「企業に何を手伝って欲しいか」を明確化すると企業側は動きやすくなるのではないか

9 住民参加・参画 （３） 空地活用として外国人住民への貸し農地などにより地域資源を活用することが地域づくりに有効と考える

10 他団体との連携 （１） 企業と連携し買い物支援を行っている地域がある

11 他団体との連携 協議の場 （１） 社協と連携することで地域福祉ネットワーク会議を継続的に開催できている地域がある

12 行政等による支援 （１） 行政・社協・国際交流団体等の外部団体による支援で自治協に不足する専門的な知見を補完できている

13 行政等による支援 （３） 指定管理に伴う税務・労務等の専門相談に即応できる窓口が必要である

14 行政等による支援 （２） 指定管理料によって課税事業者となるため税務処理が煩雑である

15 協議の場 住民参加・参画 （１） 地域まちづくり計画を住民目線で現状に応じた内容へ更新し、目標を明確化して事業を遂行している地域がある

16 協議の場 組織運営 （１） 自治協が地域の声の受け皿としての役割を果たし、活発な議論が行えている地域がある

17 協議の場 （３） 自治協は課題解決の場においてファシリテーターとして中立的に参加者の意見を引き出すことが重要である

18 組織運営 （１） 自治協が自治会の役員不足への支援策として事務処理・会計処理の代行を行っている地域がある

19 協議の場 （３） 自治会・区は地域生活を支える重要な組織であり、安易な統合は混乱を招くため、自治協が部分的に補完することが重要である

20 組織運営 （１） 事業の棚卸しと目的の明確化により、住民が参加しやすい内容に変更することで事業を廃止せず継続できている地域がある

21 組織運営 （１） 部会制を実行委員会制に組織改編することで役員等の負担を軽減できている地域がある

22 協議の場 組織運営 （１） 事業実施に係る会議を情報の事前共有と意見の事前受付により削減し、役員の負担を軽減できている地域がある

23 協議の場 組織運営 （３） 情報伝達だけの会議を効率化することで、その分、地域課題の議論に時間を割くことができる

24 行政等による支援 組織運営 （１） 指定管理制度の導入によりセンター職員が事業に主体的に参加でき、役員負担を軽減できるようになった地域がある

25 住民参加・参画 （３） 人口減少により地域住民個々の責任感が強くなり、つながる力が強くなる可能性がある

26 協議の場 組織運営 （３） 自治協が上から押し付けるのではなく「一緒にやる」姿勢を重視することが重要である

27 協議の場 （１） 会議を減らしてもメールやSNSを活用することで迅速な対応を可能にしている地域がある

28 住民参加・参画 （３） 住民自治において、いかに住民に地域活動への参加の動機を引き出すかが重要となる

29 他団体との連携 組織運営 （１） 地域と企業で災害時の協定を結ぶことで有事の際の協力体制をより強固にできている地域がある

30 住民参加・参画 （３） まず地域の暮らしを豊かにすることで自ずと外からの移住者が増える可能性がある

31 住民参加・参画 （１） 自治協が防災訓練を継続して行うことで多くの住民が参加する行事となっている地域がある

32 組織運営 （１） 自治会や民生委員・児童委員等と連携し、地域要望を地区市民センターで受け、自治協から行政等に伝達することで迅速に対応できる

33 住民参加・参画 （１） 自治会に未加入の住民も自治協活動には参加している地域がある

  （１）・・・成果/これまでの取り組み

  （２）・・・問題点/取り組みが期待されること

  （３）・・・課題（問題解決に必要なこと）/今後期待される変化

項目


